
1996年出土の木簡

一
九
九
六
年
出
上
の
木
簡

概

要

本
号
に
は
、
昨
年
の
研
究
集
会
で

「
一
九
九
六
年
全
国
出
土
の
本
簡
」
と
し

て
報
告
さ
れ
た
も
の
を
中
心
に
、
七
〇
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
の
釈
文
や
検

出
状
況
な
ど
を
掲
載
し
た
。
ご
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
貴
重
な
原
稿
を
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
関
係
機
関
の
方
々
に
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
る
。

本
号
掲
載
の
木
簡
出
土
遺
跡
は
、
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
三
〇

都
府
県
に
お
よ
び
、
木
簡
の
年
代
で
言
え
ば
、
古
代
二
九
、
古
代
―
中
世
二
、

中
世

一
四
、
中
世
―
近
世
五
、
近
世
以
降

一
九
、
不
明

一
と
な
る
。

古
代
の
都
城
遺
跡
と
し
て
は
、
ま
ず
藤
原
宮
跡
で

「知
夫
利
評
由
羅
五
十

戸
」
と
記
し
た
荷
札
木
簡
が
出
土
し
た
。
平
城
宮
跡
で
は
、
東
区
朝
堂
院
南
面

築
地
地
区
で
朝
庭
儀
式
に
関
わ
る
ら
し
い
木
簡
な
ど
四
五
九
点
、
式
部
省
東
官

衛
で
当
該
地
区
が
奈
良
時
代
後
半
に
神
祗
官
で
あ

っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
木

簡
な
ど
三
二
〇
点
、
東
院
園
池
地
区
で
勤
務
評
定
に
関
す
る
削
婿
を
中
心
に
七

三

一
点
が
出
て
い
る
。
平
城
京
で
は
左
京
三
条

一
坊
七
坪

・
東

一
坊
坊
間
路
と

左
京
二
条
二
坊
十

一
坪
か
ら
出
土
を
み
、
前
者
の
木
簡
は
諸
陵
斎
の
位
置
比
定

に
問
題
を
な
げ
か
け
た
。
ま
た
、　
一
九
七
三
年
度
か
ら
発
掘
調
査
が
継
続
さ
れ

て
い
る
恭
仁
宮
跡
で
も
、
本
年
初
め
て
木
簡
が
出
上
し
た
。
全
部
で
人
点

（削

盾
一一吾
じ
を
数
え
、
天
平

一
一
年
末
に
廃
止
さ
れ
た

「里
」
の
文
字
が
確
認
さ

れ
る
荷
札
木
簡
も
含
ま
れ
て
い
る
。
長
岡
京
跡
で
は
、
猪
隈
院
と
も
考
え
ら
れ

る
左
京
二
条
二
坊
五
町
の
邸
宅
跡
か
ら
荷
札
木
簡
が
、
ま
た
二
条
大
路
南
側
溝

か
ら
は

「内
膳
正
解
」
と
記
し
た
文
書
木
簡
な
ど
が
見
つ
か
り
、
後
者
は
長
岡

京
時
代
の
内
膳
司
の
合
制
に
つ
い
て
貴
重
な
知
見
を
も
た
ら
し
た
。

地
方
官
行
に
目
を
移
す
と
、
本
年
最
大
の
収
穫
は
、
山
口
県
長
登
銅
山
跡
か

ら
四
三
六
点
に
お
よ
ぶ
木
簡
が
出
土
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
和
銅

・
霊
亀
年
間

か
ら
天
平
初
年
に
か
け
て
の
も
の
で
、
大
型
品
を
含
む
多
数
の
記
録
木
簡

。
付

札
木
簡
か
ら
は
、
銅
の
生
産
や
輸
送
に
関
す
る
豊
か
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
。
豊
前
門
司
宛
の
銅
付
札
が
十
数
点
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
こ
と
、
封
絨

木
簡
や
春
米
荷
札
が
含
ま
れ
る
こ
と
な
ど
も
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
熊
本
県
鞠
智

城
跡
か
ら
は
、
第

一
人
次
調
査
に
し
て
初
め
て
、
七
世
紀
後
半
―
八
世
紀
前
半

の
も
の
と
見
ら
れ
る
荷
札
木
簡

一
点
が
出
上
し
た
。
秋
田
県
払
田
柵
跡
で
は
、

「別
当
子
弟
」
な
る
興
味
深
坐
肩
書
の
み
え
る
文
書
木
簡
な
ど
が
発
見
さ
れ
て

い
る
。
郡
衛
関
連
遺
跡
と
し
て
は
、
兵
庫
県
袴
狭
遺
跡
か
ら
天
平
勝
宝
七
年
の



1996年出土の木簡

遺 跡 名 所 在 地 点数 木簡の年代 遺跡の性格

平城宮跡 奈良県奈良市 1410 古 代 宮殿・官術

平城京跡 奈良県奈良市 22 古 代 都 城

藤原宮跡 奈良県橿原市 1 古 代 宮殿 ・官術

※ 恭仁宮跡 京都府加茂町 8 古 代 宮殿 ・官術

長岡京跡 京都府向日市 10 古 代 都 城

平安京跡（左京条八条三坊十 京都府京都市 28 中 世 都城・都市
四町八院町）

※〇末窯跡群 京都府夜久野町 1 近 世 窯 跡

大坂城跡 大阪府大阪市 2 近 世 城 郭

※ 広島藩大坂蔵屋敷跡 大阪府大阪市 約300 近 世 蔵屋敷

※ 楠葉野田西遺跡 大阪府枚方市 3 中 世 集 落

※ 三条九ノ坪遺跡 兵庫県芦屋市 2 古 代 水田 ・自然
流 路

※〇大物遺跡 兵庫県尼崎市 3 古代・中世 遺物包含地

※ 深田遺跡 兵庫県尼崎市 1 古 代 集 落

※ 安倉南遣跡 兵庫県宝塚市 2 中 世 集 落

※ 明石城跡坤櫓 兵庫県明石市 2 近 世 城 郭

〇明石城武家屋敷跡 兵庫県明石市 7 近 世 武家屋敷

袴狭遺跡 兵庫県出石町 16 古 代 郡 衝

※〇印場城跡 愛知県尾張旭市 2 中 世 城 館

※〇角江遺跡 静岡県浜松市 1 中 世 集落自 ・水田
． 然流路

御殿 ・ニ之宮遺跡 静岡県磐田市 1 古 代 官 術

JI! 合遺跡 静岡県静岡市 1 古 代 官術関連

北条小町邸跡 神奈川県鎌倉市 5 中 世 居 館

伊興遺跡 東京都足立区 2 古 代 集 落

※〇丸の内三丁目遺跡 東京都千代田区 187 近 世 武家屋敷

※〇汐留遺跡 東京都港区 約700 近世 ・近代 大名屋敷 ・
鉄道施設

※〇江戸外橋城外詰堀跡 牛込御門 東京都新宿区 z 近 世 城 郭

※〇尾張藩上屋敷跡 東京都新宿区 2 近 世 大名屋敷

※〇青山学院構内遺跡 東京都渋谷区 4 近 世 大名屋敷

※ 岡部条里遺跡 埼玉県岡部町 1 古 代 集 落

湯ノ部遺跡 滋賀県中主町 6 古 代 検討中

※ 観音寺城下町遺跡 滋賀県安土町 13 中世末近世 城下町

※〇上山神社遺跡 滋賀県能登川町 2 古 代 集 落

※〇小谷城跡 滋賀県湖北町 一括り 中世末近世 城 郭

※〇高山城三之丸堀跡 岐阜県高山市 11 近 世 城 郭

※〇松本城三の丸跡土居尻 長野県松本市 16 近 世 城 郭

※〇松本城下町跡伊勢町 長野県松本市 15 近 世 城下町

0前橋城遺跡 群馬県前橋市 3 近 世 集落・城郭

大猿田遺跡 福島県いわき市 8 古 代 集 落

※ 根岸遺跡 福島県いわき市 7 古 代 郡 稲i

※〇泉平舘跡 福島県原町市 17 近 世 居 館

山王遺跡 宮城県多賀城市 2 近 世 集 落

※ 舟場遺跡 宮城県三本木町 1 中 世 集落 ・屋敷
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1996年出士の木簡

※〇無量光院跡 岩手県平泉町 7 古 代 寺 院

志羅山遺跡 岩手県平泉町 3 古 代 集 落

※〇後田遺跡 山形県鶴岡市 23 中 世 集 落

※〇亀ケ崎城跡 山形県酒田市 1 近 世 城 館

※〇宮ノ下遺跡 山形県遊佐町 1 古 代 集 落

※ 上高田遺跡 山形県遊佐町 6 古 代 集落 • 河川

〇大楯遺跡 山形県遊佐町 2 中 世 城 館

払田柵跡 秋田県仙北町 ・千 49 古 代 城 柵
畑町

※〇長田南遺跡 石川県小松市 1 中 世 集 落

※ 金石本町遺跡 石川県金沢市 1 古 代 官 術

※〇田尻遺跡 富山県福野町 1 中 世 集 落

※〇大坪遺跡 新潟県田上町 1 古 代 遺物包含地

※ 舞豪遺跡 新潟県加茂市 4 古代～中世 集落・河川

※ 馬寄遺跡 新潟県加茂市 1 不 明 遺物包含地

※ 下町 ・坊城遺跡 新渇県中条町 1 古 代 集落・自然
流 路

※ 新発田城 新潟県新発田市 34 近 世 城 郭

※ 目久美遺跡 鳥取県米子市 1 古 代 水 田

〇三田谷I遺跡 島根県出雲市 4 古 代 集 落

※〇天神遺跡 島根県出雲市 5 中世末近世 集 落

※ 鴻の巣東遺跡 広島県東広島市 1 中世末近世 集 落

吉川元春館跡 広島県豊平町 8 中 世 居 館

長登銅山跡 山口県美東町 436 古 代 官 衡

※ 飛田坂本遺跡 高知県須崎市 10 近 世 集 落

0博多遺跡群 福岡県福岡市 1 中 世 都 市

※ 香椎B遺跡 福岡県福岡市 7 古 代 集 落

※ 鞠智城跡 熊本県菊鹿町 1 古 代 山 城

※〇前田遺跡 宮崎県宮崎市 1 中世～近世 水 田

※ 那覇港周辺遺跡群旧東村 沖縄県那覇市 3 中 世 集 落

地区

※は木簡新出土遺跡

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

簡
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
な
お
慎
重
に
検
討
さ
れ

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
最
古
の
紀
年
木

か
ら
、
白
雉
三
年
壬
子
を
指
す
と
み
る
の
が
穏
当
と

し
た
木
簡
が
発
見
さ
れ
、
伴
出
遺
物
の
年
代
観
な
ど

兵
庫
県
三
条
九
ノ
坪
遺
跡
で
は
「
三
壬
子
年
」
と
記

Oは1995年以前出土遺跡

騎
馬
像
を
描
い
た
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
山
形
県

の
）
、
東
京
都
伊
興
遺
跡
か
ら
は
平
安
時
代
初
頭
の

の
削
屑
（
難
波
津
の
歌
や
具
注
暦
に
関
連
す
る
ら
し
い
も

簡
が
検
出
さ
れ
た
滋
賀
県
湯
ノ
部
遺
跡
か
ら
は
多
数

こ
の
ほ
か
、

一
九
九
一
年
度
に
「
丙
子
年
」
の
木

年
そ
ろ
っ
て
郡
統
治
の
実
態
を
示
す
荷
札
木
簡
が
発

今
後
の
課
題
で
あ
る
。
福
島
県
の
根
岸
遺
跡
と
大
猿

城
郡
の
郡
術
跡

・
エ
房
跡
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
本

見
さ
れ
た
。

上
高
田
遺
跡

•
島
根
県
―
二
田
谷I
遺
跡
な
ど
、
平
安

時
代
の
集
落
遺
跡
で
も
木
簡
の
出
土
を
み
た
。
な
お
、

田
遺
跡
は
約
九
km
離
れ
て
い
る
が
、
同
じ
陸
奥
国
磐

祀
遺
物
と
ど
の
よ
う
に
統
一
的
に
理
解
す
る
か
が
、

が
出
土
し
た
。
か
つ
て
大
最
に
発
見
さ
れ
た
木
製
祭

但
馬
国
符
な
ど
、
出
石
郡
の
活
動
に
か
か
わ
る
木
簡
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次
に
中
世
木
簡
で
あ
る
が
、
平
泉
の
志
羅
山
遺
跡
と
無
量
光
院
跡
の
出
土
品

は
、
残
念
な
が
ら
内
容
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
同
じ
く
意
味
不
明
な
が
ら
、
博

多
遺
跡
群
で
は
表
裏
に
九
個
、
見
事
な
花
押
を
据
え
た
木
簡
が
発
見
さ
れ
、
鎮

西
探
題
な
ど
の
奉
行
人
ク
ラ
ス
の
花
押
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
た
。
鎌
倉
の

北
条
小
町
邸
跡
で
は
、
本
年
も
若
宮
大
路
側
溝
の
工
事
分
担
に
関
す
る
木
簡
が

出
て
い
る
。
宗
教
関
係
木
簡
の
出
土
例
は
や
は
り
多
く
、
滋
賀
県
上
山
神
社
遺

跡
•
石
川
県
長
田
南
遺
跡
・
新
潟
県
舞
台
遺
跡
の
呪
符
木
簡
、
兵
庫
県
安
倉
南

遺
跡
の
蘇
民
将
来
札
、
大
阪
府
楠
葉
野
田
西
遺
跡
の
転
読
札
・
看
読
札
・
護
摩

札
、
山
形
県
後
田
遺
跡
の
「
南
無
大
日
如
来
」
札
、
平
安
京
八
条
院
町
・
滋
賀

県
小
谷
城
跡
・
広
島
県
吉
川
元
春
館
跡
の
柿
経
、
兵
庫
県
大
物
遺
跡
の
無
量
義

経
経
石
の
付
札
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
な
お
特
記
す
べ
き
こ
と
に
、
沖
縄
県
で

初
め
て
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
木
簡
が
発
見
さ
れ
た
。
那
覇
港
周
辺
遺
跡
群
旧

東
村
地
区
の
一
五
し
一
六
世
紀
の
荷
札
で
あ
る
。
仮
名
書
き
で
あ
る
点
は
、
古

琉
球
時
代
の
辞
令
書
や
金
石
文
と
も
共
通
す
る
特
色
と
言
え
よ
う
。

査
で
は
あ
る
が
、
東
京
都
丸
の
内
三
丁
目
遺
跡
・
汐
留
遺
跡
出
土
の
木
簡
を
本

号
に
掲
載
で
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
一
八
七
点
・
約
七

0
0
点
に
の
ぽ
る
墨
書
木
製

品
（
大
部
分
は
木
簡
）
は
、
送
状
・
荷
札
・
鑑
札
・
通
行
札
・
呪
符
な
ど
実
に

多
彩
な
内
容
と
形
態
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
大
阪
府
広
島
藩
大
坂
蔵
屋

敷
跡
で
荷
札
の
良
好
な
一
括
資
料
が
出
士
し
、
兵
庫
県
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
で

米
相
場
を
「
夜
通
飛
脚
」
で
知
ら
せ
る
時
に
用
い
た
木
簡
が
見
ら
れ
、
ま
た
群

近
世
木
簡
の
出
土
は
、

い
よ
い
よ
増
加
し
て
い
る
。

一
九
九
六
年
以
前
の
調

滋
賀
県
大
将
軍
遺
跡
、
長
野
県
榎
田
遺
跡
、
山
形
県
大
道
下
（
旧
月
記
）
遺
跡
、

馬
県
前
橋
城
遺
跡
で
花
押
を
記
し
た
文
書
木
簡
が
検
出
さ
れ
る
な
ど
、
近
世
城

郭
・
城
下
町
か
ら
の
木
簡
出
土
例
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
出
土
木
簡
も
、
莫
大
な
近
世
文
書
・
記
録
が
伝
来
し
て
い
る
の
に
比
べ
れ
ば

数
量
的
に
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
紙
の
史
料
と
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
て
、

近
世
史
研
究
に
活
か
さ
れ
て
ほ
し
い
と
思
う
。
そ
の
場
合
、
近
世
木
簡
に
つ
い

て
も
、
島
根
県
天
神
遺
跡
出
土
の
荷
札
木
簡
の
よ
う
に
、
製
作
技
法
な
ど
が
丁

寧
に
観
察
・
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
こ
よ
う
。

以
上
、
本
号
掲
載
の
木
簡
を
、
私
見
に
よ
っ
て
簡
略
に
紹
介
し
た
。
紙
幅
の

関
係
で
言
及
で
き
な
か
っ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
が
、
す
べ
て
の
木
簡
が
貴
重

な
文
化
財
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
な
お
、
九
六
年
と
そ
れ
以
前
に
木
簡

が
出
土
し
た
遺
跡
の
う
ち
、
奈
良
県
太
田
遺
跡
、
兵
庫
県
時
友
遺
跡
、
姫
路
城

跡
、
東
京
都
明
治
大
学
記
念
館
前
遺
跡
、
汐
留
遺
跡
（
汐
留
遺
跡
調
査
会
調
査

分
）
、
白
開
遺
跡
、
岩
手
県
仙
人
西
遺
跡
、
青
森
県
大
光
寺
新
城
遺
跡
、
福
井

県
高
架
側
道
四
号
線
遺
跡
、
国
際
交
流
会
館
地
点
遺
跡
、
石
川
県
木
ノ
新
保
遺

跡
、
四
柳
白
山
下
遺
跡
は
本
号
に
収
録
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
奈
良
県
西
橘

遺
跡
、
京
都
府
平
安
京
跡
左
京
七
条
二
坊
八
町
、
同
左
京
九
条
二
坊
十
五
町
、

御
土
居
跡
、
本
捌
寺
、
兵
庫
県
赤
穂
城
本
丸
跡
、
神
奈
川
県
佐
助
ヶ
谷
遺
跡
、

新
潟
県
牧
目
館
遺
跡
、
平
林
城
跡
、
春
日
山
城
跡
、
伝
至
徳
寺
跡
、
広
島
県
尾

道
遺
跡
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
に
木
簡
が
出
土
し
た
と
い
う
情
報
を
得
て
い

る
が
、
や
は
り
掲
載
に
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
ま
だ
掌
握
で
き
て
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い
な
い
遺
跡
が
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
本
会
で
は
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
で

き
る
だ
け
早
く
補
足
収
載
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
関
係
機
関
の
方
々
、
お
よ

び
会
員
諸
氏
に
い
っ
そ
う
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

（吉
川
真
司
）

凡

夕J

一
、
以
下
の
原
稿
は
各
木
簡
出
土
地
の
発
掘
機
関

・
担
当
者
に
依
頼
し
て
、
執

筆
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
体
裁
お
よ
び
釈
文
の
記
載
形
式
な
ど

に
つ
い
て
は
編
集
担
当
の
責
任
に
お
い
て
調
整
し
た
。

一
、
遺
跡
の
配
列
は
ほ
ぼ
奈
良
時
代
の
五
畿
七
道
の
順
序
に
準
じ
た
。

一
、
釈
文
の
漢
字
は
お
お
む
ね
現
行
常
用
字
体
に
改
め
た
が
、
「賃
」
「證
」

「龍
」
「廣
」
「轟
」
「應
」
な
ど
に
つ
い
て
は
正
字
体
を
使
用
し
、
異
体
字

は

「
マ
」
「株
」
「チ
」
「季
」
「外
」
な
ど
に
つ
い
て
の
み
使
用
し
た
。

一
、
釈
文
下
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
木
簡
の
長
さ

（文
宇
の
方
向
）
。
幅

・
厚

さ
を
示
す

（単
位
は
〕
。
欠
損
し
て
い
る
場
合
の
法
量
は
括
弧
つ
き
で
示
し

た
。
そ
の
下
の
三
桁
の
数
字
は
型
式
番
号
を
示
す
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
発
掘

機
関
で
の
木
簡
の
通
し
番
号
は
最
下
段
に
示
し
た
。

一
、
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
次
の
通
り
で
あ
る

（七
頁
第
１
図
参
照
）。

「　
」
　

　

木
簡
の
上
端
な
ら
び
に
下
端
が
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と

を
示
す

（端
と
は
木
日
方
向
の
上
下
両
端
を
い
う
）。

＜
　
　
　
　
木
簡
の
上
端

・
下
端
に
切
り
込
み
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

ミ

ミ
　
　
抹
消
さ
れ
た
文
字
で
あ
る
が
、
字
画
の
明
ら
か
な
場
合
に
限

り
原
字
の
左
傍
に
付
し
た
。

ｏ
　
　
　
　
穿
孔
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

木
簡
学
会
役
員

（
一
九
九
七
・
九
八
年
度
）

ハ
ム
　
長
　
　
狩
野
　
　
久

副
会
長
　
　
佐
藤
　
をボ
諄

委
　
員
　
　
石
上
　
英

一

櫛
木
　
謙
周

清
水
　
み
き

東
野
　
治
之

平
川
　
　
南

和
田
　
　
率

監
　
事
　
　
岩
本
　
次
郎

幹
　
事
　
　
今
津
　
勝
紀

鶴
見
　
泰
寿

古
尾
谷
知
浩

吉
川
　
　
聡

町
田
　
　
章

岩
本
　
正
三

栄
原
永
遠
男

館
野
　
和
己

永
日
　
英
正

本
郷
　
真
紹

八
木
　
　
充

鷺
森
　
浩
幸

土
橋
　
　
誠

増
淵
　
　
徹

吉
川
　
真
司

鎌
田
　
一万
一

佐
藤
　
　
信

寺
崎
　
保
広

西
山
　
良
平

山
中
　
敏
史

鈴
木
　
二昼

一

西
村
さ
と
み

山
下
信

一
郎

渡
辺
　
晃
宏




